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平成３０年８月２４日 

まちづくり委員会資料 

所管事務報告 

市営住宅における子育て世帯区分の新設及び定期借家制度等の導

入に係るパブリックコメントの実施結果について 

 資料１ 市営住宅における子育て世帯区分の新設及び定期借家制度等の導

入について

 資料２ 市営住宅における子育て世帯区分の新設及び定期借家制度等の導

入に関する市民意見募集の実施結果について 

まちづくり局 
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市営住宅における子育て世帯区分の新設及び定期借家制度等の導入について

１（２） 公営住宅における定期借家制度についての見解 

４ 平成２９年度及び第２期実施期間のスケジュール 

資料１ 

（１）背景・課題 

● 住宅基本計画・第４次市営住宅等ストック総合活用計画（平成２９年３月改定）におい

て、子育て世帯や市営住宅に関する背景・課題として、次のように整理 

・ 子育て世帯の不安感や負担感を軽減することが求められている。 

・ 全ての子どもが安心して健やかに成長できる住まい・住環境づくりが求められている。

・ 市営住宅の団地内活動の維持やコミュニティの形成に向け、子育て世帯等の入居機会

の拡大を図るなど多様な世帯構成につながる入居施策の促進が求められている。 

 ※ 平成１７年８月に国土交通省告示により、将来的に自助努力により住宅困窮事情が解

消していくと考えられる子育て世帯を一定期間入居させる場合などのように、期間満了

後の入居者の居住の安定確保にも十分配慮した上で、定期借家制度の活用を図るものと

すると示されている。 

 ※ 市営住宅における６５歳以上の入居者の割合 ４９．５％（平成２９年４月１日時点）

（２） 市営住宅の子育て世帯等に向けたこれまでの支援制度

 ● 若年世帯向け募集枠の新設

平成１７年８月に川崎市住宅政策審議会から頂いた、「高齢化の進展により自治会活動

が低下していることから自治会活動の担い手確保等のため若年世帯の入居促進を図るべ

き」という意見を踏まえ、若年世帯向け募集区分を設置（平成２３年１２月～）。 

※応募資格：申込者を含めた同居親族全員が４０才未満の世帯であること。 

● 優遇倍率制度の実施

社会情勢に照らして、特に居住の安定確保が必要な者として優先入居の取扱いを行うこ

とが適当とされている、母子世帯、父子世帯、多子世帯に加え、平成２４年１０月から未

就学児童がいる世帯について、一般世帯向け住宅の応募に際し、当選確率が高まるように

優遇倍率制度を実施。

● 収入の基準の緩和

子育て世帯の入居機会の拡大ため、同居者の中に義務教育終了前の子がいる場合の申し

込み可能な世帯収入額の引き上げを実施（平成２５年５月～）。 

子育て世帯への支援、団地内の自主的な管理活動やコミュニティの活性化に向けて、子育

て世帯向けの募集区分を新設するとともに、子育て世帯の入居機会拡大等を図るため、この

募集区分に定期借家制度を導入する。 

３ 定期借家制度の枠組み １ 現状と課題

（１）募集区分の新設 

現行の募集区分に加え、子育て世帯向けの 

募集区分を新設し、若い世代（若年世帯向 

けと子育て世帯向け）向けの募集戸数を現 

状より増加させる。 

（２）定期借家制度の概要 

① 申込資格

市営住宅の入居資格を具備し、未就学児童と同居する世帯とする。

 ※子育て世帯のうち、特に未就学児など小さな子どもがいる世帯の場合、民間賃貸住宅におい

て敬遠されがちなことから未就学児が同居する世帯を支援する。 

② 募集住戸

当面、毎年２０戸程度の見込

※バリアフリーの観点や住宅の立地条件など、子育て環境を総合的に判断し、募集対象住戸 

を選定する。 

③ 入居期間 

同居している子の義務教育が終了する年度末までとする。 

④ 期間満了時の対応

市営住宅の収入基準を充たす等の住宅困窮者で、通常の市営住宅への入居を希望する者につい

ては、期間満了前における申込みを認める等、居住の安定確保に配慮する。 

⑤ 実施時期 

平成３０年１２月募集開始、平成３１年３月入居開始（以後、定時募集に合わせて実施） 

（３）成果・検証

本制度による入居世帯へのアンケート等を実施して、制度導入後の成果について検証を実施。 

２ 定期借家制度導入の基本的な考え方 

【募集区分の新設（イメージ）】
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市営住宅における子育て世帯区分の新設及び定期借家制度等の導入に関する市民意見 

募集の実施結果について 

１ 概要 

本市では、子育て世帯への支援、団地内の管理活動やコミュニティの活性化を図るため、子

育て世帯向けの募集区分を新設するとともに、子育て世帯の入居機会の拡大を図るため、この

枠について川崎市営住宅条例を改正し、定期借家制度（期限付き入居）を導入することについ

て、市民の皆様からの御意見を募集いたしました。 

 その結果、５通５件の御意見をいただきましたので、御意見の内容とそれに対する市の考え

方を公表いたします。 

２ 意見募集の概要 

題名 
市営住宅における子育て世帯区分の新設及び定期借家制度等の導入について 

意見の募集期間 (当初の募集期間)平成３０年３月１２日(月)から平成３０年４月１０日(火)まで 

(追加の募集期間)平成３０年６月１日(金)から平成３０年７月１３日(金)まで 

意見の提出方法 電子メール、ファックス、郵送、持参 

募集の周知方法 川崎市ホームページ及び市政だよりへの掲載 

資料の閲覧（かわさき情報プラザ、公文書館、各区役所市政資料コーナー、支所・

出張所、図書館（本館・分館）、市民館（本館、分館）、まちづくり局市営住宅管

理課） 

ただし当初の募集期間においては、川崎市ホームページへの掲載及びかわさき情

報プラザ、各区役所市政資料コーナー、まちづくり局市営住宅管理課での閲覧を

実施 

結果の公表方法 川崎市ホームページへの掲載 

資料の閲覧（かわさき情報プラザ、公文書館、各区役所市政資料コーナー、支所・

出張所、図書館（本館・分館）、市民館（本館、分館）、まちづくり局市営住宅管

理課） 

※追加意見募集については、当初の募集期間の閲覧場所としてお知らせしていた施設のうち、 

一部の施設に資料を備えつけていなかったことが判明したため実施。 

３ 結果の概要 

意見提出数（意見件数） ５通（５件） 

内訳 

電子メール ３通（３件） 

ファックス ０通（０件） 

郵 送 ０通（０件） 

持 参 ２通（２件） 

４ 御意見の内容と対応 

いただいた御意見につきましては、子育て世帯への支援、定期借家制度の活用による子育

て世帯の入居機会拡大を求める意見であり、おおむね制度導入の趣旨に沿ったものであった

ことから、子育て世帯向けの募集区分を新設するとともに、当該募集区分に定期借家制度を

導入いたします。 

資料２ 
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【対応区分】 

 Ａ 御意見を踏まえ、案に反映したもの 

 Ｂ 御意見の趣旨が案に沿ったものであり、御意見の趣旨を踏まえ、取組を推進するもの 

 Ｃ 今後の取組を進めていく上で参考とするもの 

 Ｄ 案に対する質問・要望の御意見であり、案の内容を説明・確認するもの 

 Ｅ その他 

【意見の件数と対応区分】 

項   目    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計 

（１）子育て世帯の募集に関すること  ４    ４ 

（２）定期借家制度に関すること  １    １ 

        合   計  ５    ５ 

５ 具体的な意見の内容と市の考え方 

（１）子育て世帯の募集に関すること 

Ｎｏ 意見内容 意見に対する市の考え方 区分 

１ 子育て世帯は経済的に厳しいた

め、市営住宅における子育て世

帯区分を新設して、入居機会の

拡大を図っていただくことは大

変良いことだと思う。是非制度

を導入し、子育て世帯を支援し

てほしい。 

（同趣旨ほか２件） 

子育て世帯の入居機会の拡大と、団地

内活動の維持やコミュニティの形成

に向けて、本制度を導入し、子育て世

帯を支援してまいります。 

Ｂ 

２ 小さな子供達が走り回る団地は

活気があっていいと思う。そう

いった活気ある団地を若い世代

が交代しながら使っていける良

い制度だと思う。より多くの世

帯が市営住宅を有効活用できる

よう今後も検討をしてほしい。

（２）定期借家制度に関すること 

３ 入居資格を満たさなくなった入

居者の長期入居防止の観点から

も今回の施策のように定期借家

制度を積極的に活用されること

が望まれる。

 市営住宅の限られた資産の中でよ

り多くの世帯に入居の機会を提供す

るため、子育て世帯のように将来的に

自助努力により住宅困窮事情が解消

していくと考えられる世帯に対し、住

宅を提供する定期借家制度を導入し

てまいります。 

Ｂ 


